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ZONE は 1912 年 12 月の『ソワレ・ド・パリ』に掲載され、その後何回か












は二人称の « tu » が主に使われているのに対して所々に一人称の « je » が使わ
れている点である。
さらにもう一つ留意しなければならないことがある。それはあくまで詩の歴


























Ici même les automobiles ont l’air d’être anciennes
La  religion seule est restée toute neuve la religion








これらの交差が解明できると、2 行目に登場する « Bergère »「羊飼い」と




さらに 7 行目では « Christianisme »「キリスト教」と具体的な宗教名が登場
し、これに対しても「古くない」と形容し、8 行目では最も伝統を貫いている





Tu lis les prospectus les catalogues les affiches qui chantent tout haut 
Voilà la poésie ce matin et pour la prose il y a les journaux
Il y a les livraisons à 25 centimes pleines d’aventures policières
Portraits des grands hommes et mille titres divers(5)
vv..11-14








それは 20 世紀を象徴する工業製品である飛行機の登場である。40 行目から
視線は地上から空へと移動していく。
C’est le Christ qui monte au ciel mieux que les aviateurs
－ 23 －
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Il détient le record du monde pour la hauteur
[…]







いったものしかなかった。そこで « aviateurs »「飛行士」を並列させることに
よって、新旧の交差が生まれる。その交差はさらに続き、そしてより明確な表
現を用いられる。
Les anges voltigent autour du joli voltigeur
Icare Enoch Eile Apollonius de Thyane
Flottent autour du premier aéroplane
[…]






Fraternisent avec la volante machine (8)
まで、「飛行機」との交差は続く。アラビアの奥地に住む想像上の鳥 « L’oiseau




















形として« tu » と « je » が主に用いられるようになり、まるで回想場面のよう
な印象を与える。これは前半部の「過去」と「現在」の交差では見られなかっ
たものである。前半部との変化を、アポリネールは大胆な手法で読み手にアピ
ールする。それは、後半部開始の 71 行目から 84 行目まで、« tu » あるいは
« te » しか出現させないのである。
Maintenant tu marches dans Paris tout seul parmi la foule
Des troupeaux d’autobus mugissants près de toi roulent
（…）
Aujourd’hui tu marches dans Paris les femmes sont ensanglantées (11)
vv.71-82
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パリの街並みを歩く « tu » が描写され、この間は一切 « je » は出現しない。
この 12行では、« tu » の描写だけがなされているのである。そして 83行目に
なり、ようやく « je » が出現する。
C’était et je voudrais ne pas m’en souvenir c’était au déclin de la beauté(12)
v.83
この突然の « je » の出現はどのような効果を詩にもたらすのか。前半部では
「過去」と「現代」が規則的に配置されていたのに対して、71 行目から続く
« tu » の描写は、読み手に対して « tu » の存在を埋め込むものである。しかし
« je » の出現が突然であるがゆえに、読み手は « je »の存在に戸惑いを感じるだ
ろう。« incertitude du Poète sur lui-même et sur sa destinée »(13)というデコーダンの
言葉が示す通り、人称の「不安定さ」を読み手に抱かせるかもしれないが、む
しろ « tu » を意識させながらも、« je » をそれよりも印象付ける形で読み手に
認識させるという効果を持つ手法だろう。





確かにこの意見を参考にすると、« tu » は描写場面が多いのに対して « je »
は不安、苦悩などの感情表現が多いために辻褄があうように思われる。しかし
ながら、「過去の描写」ということを考慮した場合、« tu » と « je »の時制が共
に現在形で表現されていることは、多少の疑問を抱かせる要因となる。












Dans ZONE, le jeu des pronoms est surtout un dialogue entre le Je et le Tu. (…) Dans cette
angoisse, le Je est passif. Il reste possédé par l’amour malheureux.(15)
確かに、詩の内容としては、« je » は「受け身」あるいは「消極的」であろ
う。しかしながら、内容が消極的だからといって、「対話」を支配するのが
« tu »ということにはならない。むしろ「消極的」な内容を持つ « je » がこの
「対話」を支配しているのである。なぜなら、« je » は上記に引用した 83 行目
で、« je voudrais ne pas m’en souvenir »「あまり思い出したくはないのだが」と
いう「意志」を明確にもっており、« tu » はこの「意志」をもっていないから
である。つまり「対話」の発信者は « je » であり、« tu » は常に受け手となっ
ていることから、ベクトルは常に « je » から « tu » へと向けられているのであ
る。
それを最もよく表しているのが、次の部分である。
Te voici à Marseille au millieu des pastèque
Te voici à Coblence à l’hôtel du Géant
Te voici à Rome assis sous un néflier du Japon
Te voici à Amsterdam avec une jeune fille que tu trouves belle et qui est laide(16)
vv.106-109
ここで二人称 « te » を描写し、読み手に対して « te » を提示するのは « je »
であるが、« je » から発信されたベクトルに対し、« te »は応えていない。そこ
に「いる」だけなのである。そして « te » がいるのは、紛れもなく「現在」な
－ 27 －
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のである。つまり、詩中に登場する回数は少ないが、対話を支配しているのは
« je » であり、読み手に対して « te » の提示、描写をしていくことで、自らの
時間軸を確保しているのである。そのためには、敢えて « je » が前面に出てく
る必要はない。
このベクトルがあるからこそ、« je » は出現回数が少なくても、その存在は
明確なものである。反対に « te » の存在は、« je » の発話ベクトルに支えられ
るものであり、« te » が敢えて返答しないことにより、二つの人称の間には常




と « je » の対話に対して視線を注ぐことができるのである。その視線は、かつ
て Rimbaud ランボーが、« JE est un autre »(17)「私というのは一つの他者である」
と表現した、詩中の « je » を客観視する視線であり、まさしく詩における神の
視線なのである。たとえ « je » が「対話」においてベクトルを発する存在であ
り、「意志」を持つ存在であっても、詩中の « je » と詩人は決してイコールに
なることはない。
そして、詩人は演出家となって « tu » と « je » による「対話」を見つめるこ
とができ、その「対話」を囲む詩人の視線があることによって、二つの人称が
「現在」において時間を進めていくことが可能となるのである。
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Tu es la nuit dans un grand restaurant
v.137
Tu es seul le matin va venir(19)
v.144




「過去」と「現在」、または « je » と « tu » の時間軸というのは、線状的な時間
軸であったが、「一日」というのは線状的な性質のほかにも、繰り返されるこ
とから円環的な性質も持ち合わせているからである。それについて、Claude
M. Bégué と Pierre Lartigueの両氏は、次のように述べている。
Strucuturalement, ZONE est un poème circulaire s’étandant sur vingt-quatre heures,(…).









Les directeurs les ouvriers et les belles sténo-dactylo-graphes
Du lundi matin au samedi soir quatre fois par jour y passent
Le matin par trois fois la sirène y gémit 
Une cloche rageuse y aboie vers midi(21)
vv..17-20






























Le soleil est là c’est un cou tranché(25)
初出











を極限まで強めるために、敢えて形容する言葉をつけない « Soleil » という単
語と、[pe]という破裂音で終わることにより、まるで電源をオフにしたモニタ
ーのように、あっけなく終わる「死」を類推させる « cou coupée » を並列させ
るのである。その場面はまさしく、朝日が昇るときに水平線から離れた瞬間の、
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A la fin tu es las de ce monde ancien(27)
v.1






と「現在」の時間軸が存在し互いに交差する関係であった。後半部では « tu »




















(  1) この時公表された段階で、句読点は廃していた。また現在の Alcools に収めら
れているものは、この時に発表したものをさらに改稿し、1913 年 4 月 20 日、詩
集が発刊される際に載せられたものである。草稿は 1912 年 10 月の段階でできて
いた可能性が高い。というのは、1912 年 10 月、ピカビア、デュシャンと共に、
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